
宮本 一㈱きんでん相談役、放射光活用委員会委員長

熊谷 信昭兵庫県立大学学長、（財）ひょうご科学技術協会理事長

井戸 敏三兵庫県知事

表彰主体：ひょうごSPring-8賞実行委員会

SPring-8における様々な成果の中から、社会経済全般の発展に寄与することが期待され
る研究成果を上げた方々を顕彰し、SPring-8についての社会全体における認識と知名度を
高めることを目的に、兵庫県が設置した賞です。

第６回 ひょうごSPring-8賞
受賞テーマ：新しいヘアケア製品の開発に貢献した毛髪のミクロ構造の解析
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本研究は、BL40XUのマイクロビームX
線小角散乱法によって、年齢に伴う毛髪
の艶の低下が、毛髪内部構造の変化と
密接に関連することを明らかにしたもの
です。

日本人女性の毛髪の形状は年齢とともに変化し、うねりの強
い毛髪が増えることが分かりました。うねり毛が増えると毛髪
の揃いが悪くなり艶が低下します。うねり毛では内部構造（コル
テックス細胞）の不均一性が散乱パターンの違いとして現れま
す【上図】。様々な形の多くの毛髪を調べ、内部細胞分布の偏
りの程度がくせ形状と関係していることが分かりました【下図】。

髪のうねりに着目して研究を重ね、ある種の有機酸がうねり
の緩和に有効であることを見出しました。この研究成果をもと
に開発・製品化された「セグレタ」は、うねりを緩和することで加
齢した髪にも艶を与えるシャンプー、コンディショナー、トリート
メントです。

本研究は、BL19B2の屈折コントラストイ
メージング法【上図】及びBL24XUのX線
回折法により、どのような毛髪処理がくせ
毛の緩和に有効なのかを明らかにしたも
のです。

根元からの髪のうねりの原因は、毛穴の形の違いによるもの
のほかに、内部構造（ケラチン蛋白質でつくられる二種類のコ
ルテックス細胞）の偏りや、その柔軟性が原因であると言われ
ています。コルテックスの分布に偏りがあると、うねり・くせが出
やすく、また、ばね状のαケラチンに柔軟性がないと、硬く扱い
にくい状態になります。

「パンテーンクリニケア」に処方されている「うるおいアミノプロ
ビタミン」は、髪内部に浸透し、αケラチンを軟化して、硬く扱い
にくいくせ毛もやわらかく扱いやすい状態にします。SPring-8に
おけるαケラチンの結晶弾性率（ばね定数）の測定により、こ
の処方の効果が分子レベルで検証できました【下図】。

ツヤがある髪の毛の秘密
～「セグレタ」の開発～

うねり・くせのメカニズム解明
～「パンテーンクリニケア」の開発～


